
“K”  LINEグループの
マテリアリティ

Section 

02 K

K



　当社グループでは、サステナビリティ関連のリスク及び機会を識別し、評価し、及び管理するための
過程の一環として、必要に応じてマテリアリティ（サステナビリティ重要課題）の見直しを行っていま
す。当社グループが直近に実施した2022年度の見直しで新たに特定した12項目のマテリアリティ
は、中期経営計画で事業戦略を実現する強固な事業基盤として打ち出された機能戦略の4本柱である
「安全・品質」「環境・技術」「デジタライゼーション推進」「人材」と、それらの土台としての「経営基盤」

の5分野に分類して整理されています。当社グループにとってのマテリアリティは、中期経営計画に基
づいて持続的成長や企業価値向上を果たしつつ、社会課題の解決にも貢献し、企業理念・ビジョンを
実現するために取り組むべき重要課題と位置付けられます。
　それぞれのマテリアリティについての基本方針、考え方および取り組みにつきましては、この「ESG
データブック」の各テーマに関するページでご説明しています。
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分類 社会課題解決へのアクション＝マテリアリティ 関連するSDGs

経営基盤

人権の尊重

コーポレートガバナンスの強化

コンプライアンスの推進・強化

安全・品質 安全運航の推進

環境・技術

自社の低炭素化・脱炭素化

社会の低炭素化・脱炭素化支援

自社からの海洋・大気への環境影響の限りないゼロ化

イノベーションの促進

デジタライゼーション推進
DX対応の強化

人材

ダイバーシティ＆インクルージョンの促進

労働環境の整備・健康経営の促進

人材の確保・育成
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重要な社会課題＝
新たな事業リスク・
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自社にとっての重要性（ビジネス視点での重要性）

重点課題高

高

潜在的または新たな課題

企業価値への影響度が高い
社会課題

最重要テーマ
（今回特定対象）

重要な経営課題＝
自社において 

対処すべき経営課題

■	�SDGsなどを中心に社会
課題をリストアップ（社会
課題のロングリスト作成：
全115項目）

■	�自社事業との関連性なら
びに海運業界に特有の社
会課題を加味して社会課
題の絞り込みを実施（社
会課題のショートリスト
作成：全50項目）

■	�STEP1で絞り込まれた全50項目の社会課題に対
して、以下の観点でその重要性評価を実施

– 自社にとっての重要性
各社会課題について、リスクと機会の観点から自
社の企業価値への影響度を評価。当社グループ役
職員へのアンケートも実施し、当社グループが優
先的に対処すべき社会課題について意見を聴取

– 社会にとっての重要性
各社会課題について、当社グループにとって重要
なステークホルダー（顧客、投資家、従業員、地
域社会、国際社会）に与える影響度を、それぞれ
のステークホルダーの立場に立脚して分析

■	�STEP2において、自社、ステークホ
ルダーそれぞれに対して重要性の高
い項目を、自社の企業価値への影響
度が高い社会課題と位置付け、さら
にこれらを「社会課題解決へのアク
ション」として全12項目に集約し、マ
テリアリティ案を作成

■	�外部有識者と当社経営陣によるダイ
アログを実施し、マテリアリティ案に
ついて意見交換

■	�ダイアログを踏まえて最終化された
マテリアリティ案を、サステナビリティ
経営推進委員会で討議し、経営会議
で決裁の上、取締役会に報告

社会課題リストの作成
社会課題の評価

（自社にとっての重要性評価、 
社会にとっての重要性評価）

マテリアリティの特定

STEP 1 STEP 2 STEP 3

マテリアリティ特定のプロセス

　マテリアリティの特定に際しては、ISO26000やOECD多国籍企業行動指針など、主としてCSR
（企業の社会的責任）に関連する各種ガイダンスを参考に、SDGsなどで掲げられる社会課題を考慮
しつつ、事業戦略との整合性や価値創造の観点なども加味して、「自社にとっての重要性」（ビジネス
視点での重要性）と「社会にとっての重要性」（ステークホルダー視点での重要性）という2軸から、マ
テリアリティの分析・評価を行いました。

マテリアリティ分析のステップ

　以下の3つのステップでマテリアリティ分析を行いました。

マテリアリティ特定のプロセス
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　当社グループにとってのマテリアリティは、中期経営計画に基づいて企業理念やビジョンを実現し、持続的成長や企業価値向上を果たしつつ、社会課題の解決にも貢献する、いわば当社グループと社会・環
境、双方のサステナビリティを両立させるために取り組むべき重要課題、と位置付けられます。

マテリアリティ 
中期経営計画に基づき、企業理念とビジョンを実現するために取り組むべき、

“K” LINEグループにとっての重要課題
 

企業理念
～グローバルに信頼される　～
「海運業を主軸とする物流企業として、  
人々の豊かな暮らしに貢献します。」

中期経営計画

安全・品質 環境・技術 デジタライゼーション推進 人材

経営基盤

グループ企業
行動憲章

 
 

“K” LINEグループ全体で
遵守されるべき行動規範

 
 

ビジョン 

 
 
 

「全てのステークホルダーから信頼される
パートナーとして、グローバル社会の
インフラを支えることで持続的成長と

企業価値向上を目指します。」

“K” LINEグループのマテリアリティ

マテリアリティと企業理念・ビジョン・中期経営計画との関係
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